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九州地方整備局

１．対象地域の状況
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１．南九州西回り自動車道の概要

対象地域の状況

○南九州西回り自動車道は熊本県八代市を起点とし、水俣市、鹿児島県阿久根市、薩摩川内市な
どを経由して鹿児島市に至る延長約１４０kmの自動車専用道路である。

○そのうち、阿久根～薩摩川内水引間約２２km(鹿児島県阿久根市～鹿児島県薩摩川内市)は、南
九州西回り自動車道唯一の未事業化区間となっている。

広 域 図
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２．地域・人口

○対象地域の人口は近年減少傾向にある。
○対象地域の高齢化率は約３０％と高い。

資料：国勢調査

■高齢化の推移

■人口の推移

減少傾向

資料：国勢調査

増加傾向

(千人)

対象地域の状況
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３．生活

○対象地域の世帯あたり自動車保有台数は、鹿児島県平均を上回っている。
○通勤通学時における利用交通手段の75%が自動車に依存している。

■世帯あたりの自動車保有台数の推移

資料：国勢調査、鹿児島県市町村別・車種別保有車両数統計

■通勤通学時の利用交通手段の推移

対象地域の状況

県平均を上回っている

資料：H22国勢調査
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（千台） （台／世帯）



薩摩川内市

出水市

阿久根市

かごしまブランド産地
に指定されている作物

の生産が多い

かごしまブランド
出水の実えんどう

収穫量県内２位
（阿久根市）

長島町

いわし類

収穫量県内１位
（阿久根市）

地域ブランド「鰤王」
（東町漁協）

収獲量県内１位
（長島町）

４．地域の特色（農水産業）
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ＪＡ鹿児島
いずみ

北さつま漁協
（阿久根）

東町漁協

かごしまブランド
出水のそらまめ

収穫量県内２位
（出水地区）

対象地域の状況

阿
久
根
川
内
道
路

阿久根ＩＣ

薩摩川内
水引ＩＣ

資料：平成25年生産農業所得統計（農水省）

▲農業産出額

全国４位

資料：鹿児島県ＨＰ

▲鹿児島ブランド産地マップ

全国４位

資料：大海区都道府県別生産額（H24：農水省）

▲海面漁業・養殖業生産額

○鹿児島県は農水産業が盛んであり、対象地域は「かごしまブランド産地」に指定されている農水産

品の収穫等の割合が高い。



４．地域の特色（観光）
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出⽔麓武家屋敷群（出⽔市）

阿久根市

出水市

薩摩川内市

いちき串木野市

長島町

こしきしま

甑島

薩摩川内市

ツル観察センター（出⽔市）

かのこクルージング（薩摩川内市）

至 八代

甑島は、平成27年3月16日に
「甑島（こしきしま）国定公園」
として指定される。

◆国定公園への指定

⻑島温泉センター（⻑島町）

対象地域の状況

○対象地域周辺には阿久根温泉や甑島、ツルの渡来地などの観光地が存在し、川内大綱引きなど
の様々なイベントも開催されている。

阿久根ＩＣ

薩摩川内
水引ＩＣ

阿
久
根
川
内
道
路

資料:各市町村ＨＰ

観光入込客数

単位：千人

2000～5000

1000～2000

1000未満

薩摩川内
2657千人

出水市
811千人

阿久根市
456千人

長島町
454千人

阿久根温泉（阿久根市）

川内⼤綱引き（薩摩川内市）

鹿児島県

熊本県
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２．一般国道３号（南九州西回り自動車道）
阿久根川内道路の概要
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【計画概要】

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

・区間：鹿児島県阿久根市鶴川内 ～鹿児島県薩摩川内市水引町
・延長：22.4km ・車線数：４車線 ・計画交通量：約19,400台/日
・全体事業費：約１，０５０億円 [自動車専用道路]

一般国道３号（南九州西回り自動車道）阿久根川内道路の概要
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【事業の経緯等】

つる がわ うち さつ ま せんだい みず ひき ちょうあ く ね

▲ 事業位置図

阿
久
根
川
内
道
路km

鹿児島県阿久根市鶴川内

鹿児島県薩摩川内市水引町

あ く ね つるがわうち

さつませんだい みずひきちょう

あ

く

ね

せ
ん
だ
い

延
長

22.4

出水阿久根道路
延長14.9㎞

川内隈之城
道路

延長10.2㎞

出水ＩＣ(仮)

高尾野ＩＣ(仮)

野田ＩＣ

阿久根北ＩＣ

阿久根ＩＣ

西目ＩＣ(仮)

大川ＩＣ(仮)

湯田西方ＩＣ(仮)

薩摩川内水引ＩＣ

薩摩川内都ＩＣ

薩摩川内高江ＩＣ

凡 例
開通済区間
事業区間
対象区間

いずみ

たかおの

の だ

あ く ね きた

あ く ね

にしめ

おおかわ

ゆ だ にしかた

さ つ ま せんだいみずひき

さつま せんだいたかえ

さつませんだいみやこ

せんだいくまのじょう

いずみ あ く ね

【橋梁部】 【トンネル部】

【土工部】

・H17.12：都市計画決定・環境影響評価書縦覧 阿久根IC～西目IC(仮称)
・H26.72：都市計画決定・環境影響評価書縦覧 西目IC(仮称)～薩摩川内水引IC
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３．一般国道３号（南九州西回り自動車道）
阿久根川内道路の課題と整備効果
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資料：現況は(プローブデータH25.12～H26.11
における平日の混雑時旅行速度)
将来は交通量推計結果

約4km/h
速度向上

▲ 交通量の変化(断面Ⅰ)

資料:H42(将来交通量推計結果)

阿
久
根
川
内
道
路

(仮)西目ＩＣ

(仮)大川ＩＣ

(仮)湯田

西方ＩＣ

薩摩川内

水引ＩＣ

阿久根ＩＣ
あ く ね

に し め

お お か わ

ゆ だ

に し か た

さ つ ま せ ん だ い

み ず ひ き

市街地

▲死傷事故率の変化
※主な周辺道路を対象、整備後は推定値

約5割
削減

11,244

3,4305,311

1,065

4,149

8,224

12,480

17,899

H22実測交通量

資料：H22道路交通センサス

（台/日）

：断面Ⅰ

凡例

▲ 線形不良箇所でのトレーラー
横転事故（写真1）

写真１

▲ 旅行速度の変化(国道3号阿久根市街地)

【課 題】
●阿久根市街地では速度低下が生じており、円滑な交通に支障
●並行する国道3号には線形不良箇所が多く、死傷事故率は２２．３件／億台㌔

【整備効果】
○阿久根川内道路の整備により交通の転換が図られ、国道3号の旅行速度向上、交通事故の減少が期待

13,994 11,000 

18,082 

11,400 

19,400

10,112

2,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

現況

(H22)

整備後

(H42)

(台/日)
国道3号 阿久根川内道路 九州縦貫道 その他

43,80042,188

阿久根川内道路へ
転換

国道3号 阿久根川内道路

九州縦貫道 その他

資料:H22道路交通センサス
H42(将来交通量推計結果)

一般国道３号（南九州西回り自動車道）阿久根川内道路の課題と整備効果

１．交通利便性・安全性の向上
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一般国道３号（南九州西回り自動車道）阿久根川内道路の課題と整備効果

写真②：並行する国道３号
【大雨による冠水状況】

写真①：並行する国道３号
【法面崩壊状況】

２．防災機能の強化

【課 題】
●国道３号は、大雨に伴う法面崩壊や路面冠水により、通行規制が再三発生〔通行規制：12回／10年〕
●また、大規模震災時には津波浸水の恐れがあり、緊急輸送道路としての信頼性に課題

【整備効果】
○災害時等の避難路、緊急輸送道路を確保

▲ 災害時の避難ルート

写真撮影箇所

及び撮影方向
①

資料(避難経路)：阿久根市地域防災計画
薩摩川内市地域防災計画

××

×

×
××
×

×××

(仮)西目ＩＣ

(仮)大川ＩＣ

(仮)湯田西方ＩＣ

薩摩川内

水引ＩＣ

に し め

おお かわ

ゆ だ にし かた

みずひき

薩摩川内

高江ＩＣ

さ つ ま せんだい

たか え

さ つ ま せんだい

(仮)出水ＩＣ
いず み

阿久根ＩＣ
あ く ね

①

阿
久
根
川
内
道
路

km

あ

く

ね

せ
ん

だ
い

延
長

22.4

川内原子力
発電所

×
×

×
×



鹿児島IC

えびの
JCT

八代JCT

芦北IC

阿久根IC

薩摩川内
水引IC

通行止め時の所要時間は、H24.7.12～13通行止め箇所

迂回

迂回

八代ＪＣＴ～人吉IC
年平均約５回

通行止めが発生

八代～鹿児島間の移動時間
通行止め時（国道３号経由）

１８８分
↓

整備後（南九州西回り自動車道経由）

９８分

写真１

人吉IC

加治木JCT

一般国道３号（南九州西回り自動車道）阿久根川内道路の課題と整備効果
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写真１ 九州縦貫道路面積雪状況

(H26.12.17)
▲九州縦貫道の通行止め回数と国道３号の所要時間

写真２ 迂回による国道３号混雑状況
（H26.12.17）

××××

阿久根川内道路

鹿
児
島
市

47回 36回
38回

20回
400

200

（標
高
）

八
代
市

100

×
×××

×
×

××××××××

▲ 道路計画高と津波浸水想定・通行規制箇所(H17～H26）

国道３号
九州縦貫道
南九州西回り自動車道

×：国道３号通行規制箇所

：国道３号津波浸水想定箇所

■ ：九州縦貫道通行規制回数

×

× ××

写真２ 人吉IC～えびのJCT
年平均約４回

通行止めが発生

えびのJCT～加治木JCT
年平均約４回

通行止めが発生

加治木JCT～鹿児島IC
年平均２回

通行止めが発生

※通行止め回数はH17～H26の年平均

【課 題】
●九州縦貫自動車道の通行止時には、国道３号に容量を超える迂回交通が流入し、著しい混雑が発生

【整備効果】
○九州縦貫自動車道の通行止時の代替機能を確保〔移動時間 現況：１８８分 ⇒ 整備後：９８分〕

２．防災機能の強化

九州縦貫道の通行規制回数は上下線別の合計回数（データ：NEXCO西日本提供）



南九州西回り
自動車道経由

4.1

9.2

全国

出水保健

医療圏

(出産千対)

一般国道３号（南九州西回り自動車道）阿久根川内道路の課題と整備効果

▲ 周産期死亡率(H23)

第3次救急医療施設
「鹿児島市立病院」

地域周産期
母子医療センター

阿久根市

薩摩川内市

周産期医療に対応可能な病院

長島町

▲ 第3次救急医療施設60分圏域内の
阿久根市の人口

約7倍に増加

資料：プローブデータ（混雑時旅行速度）
H22国勢調査500mメッシュ居住人口

▲ 第3次救急医療施設60分圏域

資料：出水保健医療圏地域医療連携計画(H26.3鹿児島県)

全国平均の
約２倍

▲ 阿久根市から地域周産期母子医療
センターへの所要時間

13分短縮

資料：プローブデータ（混雑時旅行速度）

阿久根ＩＣ

薩摩川内
水引ＩＣ

出水市

【課 題】
●出水保健医療圏（出水市・阿久根市・長島町）では、妊産婦の救急対応が困難。救急時には薩摩川内市

等に搬送されるが、周産期死亡率は全国の約２倍

【整備効果】
○阿久根市から周産期医療施設へのアクセス時間の短縮〔現況：４１分 ⇒ 整備後：２８分〕
○阿久根市の第３次救急医療施設６０分圏域の拡大

〔整備前：約１割（約2,500人 ）⇒ 整備後：約７割（約16,900人）〕

国道３号経由

阿久根市から周産期医療に
対応可能な病院までの移動時間

現況（国道３号経由）

４１分
↓

整備後（南九州西回り自動車道経由）

２８分

周産期医療：妊婦・胎児・新生児に対する産科・小児科の一貫した総合的な医療体制
14

３．医療アクセス負担の軽減



ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道３号（南九州西回り自動車道）阿久根川内道路の課題と整備効果
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４．交流人口の拡大

【課 題】
●高速道路が接続した薩摩川内市で観光客数が増加する一方、未接続の出水市・阿久根市ではほぼ横ばい
●沿線の魅力ある観光資源を活かしきれていない

▲ 南九州西回り自動車道、九州縦貫自動車道沿線の主な観光施設と観光客数

資料:熊本県観光統計(H25)
各市町村ＨＰ

観光入込客数

単位：千人

5000以上

2000～5000

1000～2000

1000未満

おはらまつり

至 福岡・本州

▲ツル観察センター

▲川内大綱引
鹿児島IC

▲出水麓武家屋敷群

【整備効果】
○九州縦貫自動車道と周遊ネットワークが形成され、交流人口の増大が期待〔現況:260分 ⇒ 整備後:180分〕

青井阿蘇神社

人吉温泉

えびの
高原

霧島
温泉郷

川内大綱引

ツル観察
センター 出水麓

武家屋敷群

九
州
縦
貫
自
動
車
道

霧島市
6693千人

人吉・球磨
3266千人

えびの市
1282千人

湯の児
温泉

八代
2632千人

阿久根市
456千人

長島町
454千人

出水市
811千人

鹿児島市
9392千人

芦北IC

阿久根IC

薩摩川内
水引IC

薩摩川内
都IC

市来IC

串木野IC

薩摩川内
高江IC

整備後
180分（約3時間）

伊集院IC

水俣・芦北
2800千人

薩摩川内
2657千人

整備前
260分（約4時間20分）

阿久根温泉

▲阿久根温泉

▲ 観光入込客数推移

資料：薩摩川内市、阿久根市、出水市提供資料（H14-H25）
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九州地方整備局

４．費用便益分析結果
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費用便益分析結果

17

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約1,013億円

合 計

約1,268億円

1.6＝
1,268億円

813億円

走行経費減少便益 約142億円

交通事故減少便益 約112億円

事 業 費

事業費

改良費 約273億円

約1,050億円
(約750億円)

合 計

約1,191億円
(約813億円)

橋梁・トンネル・IC費 約490億円

その他工事費 約205億円

用地補償費 約82億円

維持管理費
約234億円
(約63億円)

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※上段：単純合計(税込)
下段：現在価値化後

※現在価値化後



九州地方整備局

５．とりまとめ
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１．事業概要

・災害時等の避難路、緊急輸送道路の確保

・九州縦貫自動車道の通行止時の代替機能を確保

２．地域課題

・起 終 点： 鹿児島県阿久根市鶴川内

～鹿児島県薩摩川内市水引町

・延 長 等： ２２．４km
（第１種第３級、４車線、設計速度 ８０km/h）

・全体事業費： 約１，０５０億円

・計画交通量： 約１９,４００台/日

③ ネットワーク未整備による観光交流の限界

あ く ね

さつ ま せんだい

あ さ ひ あ つ み

一般国道３号 （南九州西回り自動車道）阿久根川内道路に係る新規事業採択時評価

つるがわうち

みずひきちょう

３．整備効果

あ く ね せん だい

・現道の課題箇所を回避し、災害時の避難等においても機能する信頼性の高い高速ネットワークの形成

・少子高齢化社会において、医療アクセス負担を軽減し、地域の安全・安心を確保

・周遊性の向上により、交流人口を拡大し、地域の観光資源を最大限活用することで、経済成長に貢献

■費用便益分析結果

※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年(Ｈ26年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

効果２ 医療アクセス負担の軽減 ［◎］

効果１ 防災機能の強化 ［◎］

効果３ 交流人口の拡大 ［○］

② 安全・安心な出産を支える

医療アクセスの維持

・九州縦貫自動車道と周遊ネットワークが
形成され、交流人口の増大が期待【図４】

・阿久根市から周産期医療施設（薩摩川内市）へ
のアクセス時間の短縮

① 災害に対し脆弱な道路ネットワーク

写真１ 法面崩壊状況

・国道３号は、大雨に伴う法面崩壊【写真１】
や路面冠水により、通行規制が再三発生

・九州縦貫自動車道の通行止時には、国道３号
に容量を超える迂回交通が流入し、著しい混
雑が発生【写真２】

・国道３号は大規模震災時には津波浸水の恐れ
があり、緊急輸送道路としての信頼性に課題
【図２】

■大規模地震に対する
ネットワークとしての防災評価

※出水市～薩摩川内市間の整備の有無について評価
図５ 現況の評価レベル

A B C D

①主要都市・拠点間の防災機能評価※

〔出水市～薩摩川内市の評価〕
現況Ｄ → 整備後Ｂ ［◎］

②市町村間等の連結性評価
改善度：1.3 ［○］
弱点度：整備前：1.1

整備後：0.8

B/C EIRR※１ 総費用：813億円※２ 総便益：1,268億円※２

1.6 6.7%
・事 業 費：750億円
・維持管理費： 63億円

・走行時間短縮便益：1,013億円
・走行経費減少便益： 142億円
・交通事故減少便益： 112億円

乗用車 小型貨物 普通貨物

約9,300台/日 約3,600台/日 約6,500台/日

・出水保健医療圏（出水市・阿久根市・長島町）
では、妊産婦の救急対応が困難。緊急時には
薩摩川内市等に搬送されるが、周産期死亡率は
全国の約２倍

資料:熊本県観光統計(H25)
各市町村ＨＰ

観光入込客数

単位：千人
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八代
2632千人

阿久根市
456千人

長島町
454千人

出水市
811千人

鹿児島市
9392千人

芦北IC

阿久根IC

薩摩川内水引IC

薩摩川内都IC

市来IC

串木野IC

薩摩川内高江IC

整備前
260分（4時間20分)

伊集院IC

水俣・芦北
2800千人

薩摩川内
2657千人

図４ 南九州西回り自動車道、九州縦貫自動車道
沿線の主な観光施設と観光客数

▲ツル観察センター

▲川内大綱引

▲出水麓武家屋敷群

▲阿久根温泉

阿久根温泉

整備後
180分（3時間）

川内大綱引

高速道路沿線の観光周遊ルート移動時間
現況：260分 ⇒ 整備後：180分

図３ 観光入込客数推移

資料：薩摩川内市、阿久根市、出水市提供資料（H14-H25）
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伊集院IC
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～薩摩川内都IC開通

薩摩川内水引IC
～薩摩川内高江IC開通

市来IC～
串木野IC開通

・南九州西回り自動車道沿線には阿久根温泉、
ツル観察センター等が存在【図４】

・高速道路が接続した薩摩川内市で観光客数が
増加する一方、未接続の出水市・阿久根市では
ほぼ横ばい【図３】

・沿線の魅力ある観光資源を活かしきれていない

〔通行規制：12回／10年〕

八代～鹿児島間の移動時間
通常時：79分 通行止め時：188分

[周産期死亡率：出水保健医療圏：9.2、全国：4.1]

現況：41分 ⇒ 整備後：28分

・阿久根市の第３次救急医療施設60分圏域の拡大

整備前：約１割(約2,500人)
⇒ 整備後：約７割(約16,900人)

写真２ 九州縦貫自動車道
通行止時の混雑

(国道３号経由)

(国道３号経由)

九州縦貫自動車道通行止時の移動時間
（八代～鹿児島間）

現況：188分 ⇒ 整備後：98分
(国道３号経由) 南九州西回り

自動車道経由

南九州西回り
自動車道経由

地域周産期
母子医療センター

第3次救急医療施設
「鹿児島市立病院」

入来麓
武家屋敷群

図１ 事業位置図
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鹿児島県阿久根市鶴川内
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図２ 災害時の道路ネットワーク

九州縦貫
自動車道経由

×：九州縦貫自動車道通行止め箇所
（H24.7.12～13）

×：国道３号通行規制箇所（H17～H26）
■：防災点検要対策箇所

：津波浸水想定箇所×

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）
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阿久根川内道路
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一般国道３号 （南九州西回り自動車道）阿久根川内道路に係る新規事業採択時評価

全 体 延 長 ：22.4km
土 工 延 長 ：17.5km(78%)
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標準横断図(単位:m)

あ く ね せん だい
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南九州西回り自動車道（阿久根～川内）における計画段階評価

１．鹿児島県北薩地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①災害時等においても機能する高速ネットワークの形成

②医療アクセス負担を軽減し地域の安全・安心を確保

③主要な観光資源などの連絡性を高め、周遊性を確保

○国道３号は、大雨に伴う法面崩壊や路面

冠水により通行規制が再三発生し緊急輸送道

路としての信頼性が低い【図１】

○九州縦貫自動車道の通行止時には、国道

３号に容量を超える迂回交通が流入し、 著

しい混雑が発生

八代～鹿児島間の移動時間

通常時：79分 通行止め時：188分

（九州縦貫自動車道経由） （国道３号経由）

○国道３号は大規模震災時には津波浸水の恐

れがあり、緊急輸送道路としての信頼性が低

い【図１】

①災害に対し脆弱な道路ネットワーク

③広域的な観光交流人口の伸び悩み

○高速道路が未接続の出水市・阿久根市ではほぼ

横ばい【図２】

○沿線の魅力ある観光資源を活かしきれていない

○出水保健医療圏（出水市・阿久根市・長島町）

では、緊急度の高い妊産婦や小児患者に対応

可能な病院がないため、対応が困難である。 緊

急時には薩摩川内市等の医療機関へ救急搬送が行

われているが、周産期死亡率は全国に比べ約２倍

と高い

周産期死亡率（出産千対）

出水保健医療圏域 9.2＞全国平均 4.1

②安全・安心な出産を支える

医療アクセスの維持

○国道３号は豪雨時において、土砂崩落や高潮位時の海岸線低地部における路面冠水

により通行規制が発生（12回／10年）【図１】

○また、防災点検要対策箇所も分布しており、災害に弱い道路【図１】

○国道３号は大規模震災時の津波浸水想定箇所を通過【図１】

○九州縦貫自動車道は標高の高い山間部を通過しており、豪雨や積雪により通行止め

が発生すると、国道３号等への迂回が必要【図１】

①災害に対する幹線道路の信頼性が低い

②救急搬送等に対する幹線道路の速達性が低い
○阿久根市から周産期医療に対応可能な病院や第３次救急医療施設への速達性が確保

されていない【図３】

写真１ 国道3号の法面崩壊状況

写真４ 九州縦貫自動車道の積雪状況

写真３ 国道3号の路面冠水状況

資料:熊本県観光統計(H25)
各市町村ＨＰ
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図３ 南九州西回り自動車道、九州縦貫自動車道
沿線の観光客数と救急医療施設

阿久根温泉

図２ 観光入込客数推移
資料：薩摩川内市、阿久根市、出水市提供資料（H14-H25）
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写真２ 九州縦貫自動車道通行止時の混雑

○近隣の観光地からの移動に時間を要し

ている【図３】

地域周産期母子医療センター

第3次救急医療施設
「鹿児島市立病院」
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南九州西回り自動車道（阿久根～川内）における計画段階評価

４．対策案の検討

比較案

指 標

【案①】自専道（利便性配慮）案 【案②】自専道（居住環境配慮）案 【案③】現道活用案
自動車専用道路 （設計速度：８０ｋｍ／ｈ）

延長 約２２ｋｍ
自動車専用道路 （設計速度：８０ｋｍ／ｈ）

延長 約２３ｋｍ
一般道路 （設計速度：６０ｋｍ／ｈ）

延長 約１９ｋｍ

災害時等においても機能する
高速ネットワークの形成

○
・現道隘路箇所

防災点検要対策箇所：４箇所→０箇所
津波浸水想定箇所：２箇所→０箇所

○
・現道隘路箇所

防災点検要対策箇所：４箇所→０箇所
津波浸水想定箇所：２箇所→０箇所

△
・現道隘路箇所

防災点検要対策箇所：４箇所→０箇所
津波浸水想定箇所：２箇所→２箇所

医療アクセス負担を軽減し地域の安全・安心
を確保

○

周産期医療施設【１３分短縮】
〔整備前〕４１分→〔整備後〕２８分

第三次医療施設６０分圏域人口【約７倍に増加】
〔整備前〕約２，５００人→〔整備後〕約１６，９００人）

○

周産期医療施設【１３分短縮】
〔整備前〕４１分→〔整備後〕２８分

第三次医療施設６０分圏域人口【約７倍に増加】
〔整備前〕約２，５００人→〔整備後〕約１６，８００人）

△

周産期医療施設【７分短縮】
〔整備前〕４１分→〔整備後〕３４分

第三次医療施設６０分圏域人口【約１．４倍に増加】
〔整備前〕約２，５００人→〔整備後〕約３，６００人）

主要な観光資源などの連絡性を高め、周遊性
を確保

○
観光周遊ルート移動時間【８０分短縮】

〔整備前〕２６０分→〔整備後〕１８０分
○

観光周遊ルート移動時間【７９分短縮】
〔整備前〕２６０分→〔整備後〕１８１分

△
観光周遊ルート移動時間【７４分短縮】

〔整備前〕２６０分→〔整備後〕１８６分

沿線からの利用のしやすさ ○ 沿線市街地からのアクセス性が良い △ 案①に比べ沿線市街地からのアクセス性に劣る ○ 沿線市街地からのアクセス性が良い

整備に要する費用 △ 概ね１，０５０億円 × 概ね１，２３０億円 ○ 概ね９２０億円

総 合 評 価 ○ △ ×

【案①】自専道（利便性配慮）案

【案②】自専道（居住環境配慮）案

標準断面図 対応方針(案)：案①による対策が妥当

[計画概要]

・路 線 名：一般国道３号 南九州西回り自動車道

・区 間：鹿児島県阿久根市鶴川内～鹿児島県薩摩川内市水引町

・概略延長：Ｌ＝２２．４ｋｍ ・車 線 数：４車線

・設計速度：８０ｋｍ／ｈ ・概ねのルート：図４のとおり

図４ 北薩地域における対策案検討

(参考)当該事業の経緯等

地元調整の状況等
・H19.3 ：市民参加型道路計画(構想段階PI)実施
・H19.3 ：整備の必要性、ルート検討範囲(約1～2km)からの絞り込み、

インターチェンジについて地元意見交換会
・H19.3～6：地域住民アンケート完了
・H19.6 ：アンケート結果公表
・H26.7 ：都市計画決定

地域の要望等
・H25.8 ：鹿児島県知事が財務副大臣に新規事業化の要望
・H25.11 ：鹿児島県知事が国土交通副大臣に新規事業化の要望
・H26.7 ：南九州西回り自動車道建設促進中央要望
・H26.10 ：南九州西回り自動車道建設促進大会開催
・H26.11 ：鹿児島県知事が国土交通大臣にH27年度一括での新規事業化の

要望

【案③】現道活用案

【案①】自専道（利便性配慮）案

【案②】自専道（居住環境配慮）案

【案③】現道活用案
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